
１　調査の概要

調査方法
アンケート調査形式　（全１5問）
紙媒体（地区センターにて回収）もしくはWebフォームでの回答 併用

実施日 配布：令和７年７月下旬（広報とやまへ折込）　回答期限：令和７年８月1５日

対象 不二越上滝線沿線８校下の全世帯（29,434世帯）

回答数・
　回答者属性

回答：7,945人（WEB＋紙媒体）

資料1：富山市不二越上滝線のあり方に関する調査結果
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・「不二越上滝線が必要だと思うか」という質問に対し、「とてもそう思う」「そう思う」と回答
　した方が約９割となっている。・サービスレベルの向上のためのコストにおいて、行政が「負担すべき」「あ
　る程度負担すべき」　と回答した方が約９割となっている。
　→沿線住民のほとんどの方は当該路線が「必要である」と考えており、サービス向上のための必要な
　　 コストを行政が「負担すべき」と考えている。

◆不二越上滝線の必要性 ◆行政支出の是非

２　必要性と行政支出　

約９割 約９割

n=7,637 n=7,588
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３　移動実態　

・回答者のうち１０代では約６割、２０代では約３割が不二越上滝線を利用し外出している。
・回答者のうち２０代以降の大半は車を利用し外出している。
・７５歳以上では、車移動が若干減少し、不二越上滝線を利用する割合が増えている。
　→不二越上滝線は若者にとって主要な移動手段となっている。

◆外出手段

(住民)　複数回答(％) 10代 20代 30代 40代 50代
60-64
歳

65-74
歳

75歳- 全回答

車(運転) 5.5 53.8 78.6 83.3 80.7 78.4 77.9 59.1 72.9
車(送迎) 10.0 5.4 2.1 1.3 1.9 1.8 4.2 10.1 4.3
自動二輪 0.5 0.5 0.4 0.2 0.1 0.3 0.2 0.2 0.2
自転車 18.9 6.5 3.7 2.8 4.0 3.9 4.6 5.8 4.8
徒歩 3.0 2.7 2.7 1.7 1.9 2.6 3.3 4.7 3.0
鉄道(不上線) 55.2 26.3 8.2 6.9 7.5 6.7 6.1 12.9 9.8
鉄道(その他) 3.0 1.6 0.4 0.1 0.6 0.4 0.4 0.4 0.5
市内電車 4.0 1.6 3.1 2.4 3.3 4.0 2.3 4.5 3.3
バス 2.0 1.6 1.8 1.8 1.9 3.1 3.6 8.5 3.8
タクシー - 0.5 - - 0.1 - 0.4 1.7 0.5
その他 - - - - - 0.1 0.1 0.4 0.1

n 201 186 487 976 1555 900 1683 1558 7730
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・１０代では約６割、２０代では約３割が週４～5回以上利用している。
　→学生の通学利用が多いと想定される。
・駅までの交通手段は徒歩が約８割を占めている。

◆利用頻度

◆駅までの交通手段

４　不二越上滝線の利用状況　

(住民)　択一回答(％) 10代 20代 30代 40代 50代
60-64
歳

65-74
歳

75歳- 全回答

ほぼ毎日 35.3 9.7 3.1 2.9 2.6 2.2 0.8 0.6 2.9
週4～5日 22.9 18.3 4.9 5.3 4.7 3.8 1.9 1.1 4.0
週2～3日 7.5 3.2 1.6 0.9 1.5 1.4 2.6 4.2 2.4
週1日程度 4.0 5.4 3.1 1.7 2.1 2.7 1.9 4.5 2.8
月1～3日 11.9 17.7 11.1 11.3 9.3 11.1 10.6 11.7 11.0
年数日 8.5 19.9 32.2 31.9 28.2 24.6 25.6 22.9 26.0
数年毎 2.5 5.9 13.1 12.6 13.9 13.3 11.5 9.0 11.4
ほぼ利用なし 7.5 19.9 30.9 33.4 37.6 40.8 45.1 46.0 39.4

n 201 186 488 977 1551 901 1691 1553 7731

(住民)　複数回答(％) 10代 20代 30代 40代 50代
60-64
歳

65-74
歳

75歳- 全回答

徒歩 59.9 67.9 85.2 83.7 83.5 85.6 78.1 72.8 78.9
自転車 26.0 10.9 3.0 7.2 5.5 5.0 5.2 6.6 6.8
バイク・原付 - - - - - 0.2 0.1 0.1 0.1
車（送迎） 14.7 11.7 6.3 5.7 7.0 6.0 5.2 6.1 6.7
車（自分で運転） - 9.5 5.2 3.0 4.7 4.1 10.1 9.4 6.3
市内電車 2.3 2.2 1.8 1.1 1.2 0.2 1.6 4.5 2.0
バス - - 0.7 0.8 0.1 0.5 1.5 4.8 1.5
タクシー - - 0.4 - 0.1 - - 0.4 0.1

n 177 137 271 529 747 416 732 727 3821
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・不二越上滝線のサービスに関して、利用しない主な理由としては、運行本数が少ないことや運賃
　が高いこと、駅へのアクセスがしづらいことが理由となっている。
　→サービスレベルを高めることで新たな利用者の増加が見込まれる。

◆不二越上滝線を利用しない主な理由

５　不二越上滝線の利用状況　

(住民)　複数回答(％) 10代 20代 30代 40代 50代
60-64
歳

65-74
歳

75歳- 全回答

車・バイク等の方が便利 10.0 57.1 58.0 60.1 58.2 52.6 52.0 42.5 52.3
自宅から駅が遠い 25.0 10.2 18.7 20.0 22.8 29.8 30.2 30.6 26.2
市内電車・バス・タクシーの方が便利 15.0 6.1 14.2 14.1 14.3 17.6 15.1 21.5 16.3
運行本数が少ない 15.0 12.2 10.5 19.2 15.1 12.8 11.3 8.4 12.5
目的地から駅が遠い 15.0 14.3 13.7 11.9 12.2 11.6 13.4 11.5 12.2
運賃が高い 15.0 16.3 7.8 15.2 11.9 10.1 6.8 4.4 9.0
自転車・徒歩で十分に移動できる 45.0 10.2 11.0 5.3 5.2 6.2 9.0 10.6 8.0
駅へのアクセスがしずらい（う回が必要等） 5.0 8.2 5.0 5.7 6.3 5.4 6.9 5.6 6.0
乗換が不便（鉄道→軌道等） 5.0 2.0 0.9 1.5 2.4 2.5 2.6 2.9 2.3
終電が早い - 2.0 3.2 3.5 3.1 2.7 0.8 0.6 2.0
車両や施設が古い 5.0 - 1.4 1.3 1.2 0.6 0.8 0.6 0.9
車内が混雑している - - 1.4 0.9 0.4 - - 0.1 0.3
家族に送ってもらう方が便利 - - - - - - - - -
その他 - 8.2 12.3 9.3 12.2 11.8 12.0 12.3 11.7

n 20 49 219 454 806 483 945 832 3897
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・改善点において、「運賃設定」「市内電車乗継運賃設定」など運賃に関する項目の重要度が
　高くなっている。
　→利用しやすい運賃体系を構築することで利用者増が見込まれる。

◆改善点（重要度）

６　不二越上滝線の維持・活性化について　

(住民)　重視度 10代 20代 30代 40代 50代
60-64
歳

65-74
歳

75歳- 全回答

他公共交通の接続改善 4.8 4.1 4.3 5.1 5.2 5.2 4.4 3.3 4.6
運賃設定 5.9 4.9 4.0 4.7 4.6 4.4 3.5 2.6 4.0
市内電車乗継運賃設定 4.8 3.2 3.2 4.2 4.4 4.4 3.9 3.0 3.9
駅の駐車場・駐輪場整備 1.2 3.1 2.6 3.7 3.6 3.5 3.5 2.0 3.2
駅バリアフリー化 1.7 1.8 1.9 3.2 3.1 3.2 3.5 2.8 3.0
運行情報等提供 4.9 3.4 2.3 3.0 3.0 2.5 2.0 0.9 2.4
駅施設充実(トイレ等) 2.7 0.5 0.4 1.7 1.5 1.5 2.1 2.2 1.7
運行本数の増加 5.6 2.5 1.1 2.2 2.1 1.5 1.1 0.8 1.6
新駅設置 1.1 2.5 1.1 2.2 2.1 1.5 1.1 0.8 1.6
運行時間帯拡大(終電) 0.7 2.9 0.9 1.7 1.9 1.5 0.4 -0.7 0.9
車内混雑緩和 3.4 2.0 0.0 1.2 1.5 0.5 0.8 -0.2 0.9
駅アクセス改善 0.1 -0.5 -0.5 0.7 0.2 0.2 0.1 -1.0 0.0
駅待合環境充実 0.7 -1.2 -1.0 -0.2 -0.6 -0.5 -0.3 -0.9 -0.5
運行時間帯拡大(始発) -0.6 -2.0 -1.9 -0.7 -0.5 -0.6 -0.9 -1.1 -0.8
車両乗り心地向上 0.1 -1.0 -1.9 -1.3 -1.1 -0.9 -0.7 -1.0 -1.0
車両デザイン性向上 -3.7 -5.4 -5.2 -4.2 -3.5 -3.3 -2.8 -2.5 -3.4

n 200 184 479 960 1523 869 1587 1326 7258
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・改善項目が改善された場合、利用が「増えると思う」「ある程度増えると思う」と回答した方が
　全体の約６割を占めている。
・その場合の利用目的として、レジャーや買い物、通勤等の日常生活での利用を想定されている方
　が約９割を占めている。
　→利便性を高めることで、新規利用者の掘り起こしが見込まれる。

◆サービスが向上した場合の利用

６　不二越上滝線の維持・活性化について　

n=3,747

約６割

(住民)　複数回答(％) 10代 20代 30代 40代 50代
60-64
歳

65-74
歳

75歳- 全回答

買い物 18.2 20.7 27.4 27.5 28.1 37.7 47.7 53.9 37.7
レジャー(旅行等)・趣味 15.3 47.9 43.1 42.9 43.3 37.7 33.6 25.4 36.1
通勤 8.2 24.3 24.0 22.3 24.8 20.5 9.2 4.7 16.1
通院・見舞い 1.2 1.4 0.9 0.9 2.5 3.8 10.0 21.3 7.6
通学 58.8 5.7 5.2 6.9 4.0 1.6 1.4 2.3 5.3
その他 0.6 - 1.2 1.2 1.5 2.0 2.1 4.4 2.2

n 170 140 325 665 973 555 1016 953 4879
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・将来的な移動への不安解消のほか、日々の生活に関して効果があると答えた方が一定程度いる。
　→不二越上滝線の活性化がQOLの向上にもつながることが想定できる。

◆地域への効果

７　不二越上滝線の活性化による効果
　

(住民)　複数回答(％) 10代 20代 30代 40代 50代
60-64
歳

65-74
歳

75歳- 全回答

車を運転できない家族が移動に困らない 85.9 81.6 83.5 84.2 82.7 78.5 75.4 76.5 79.7
自分が自動車を運転できない際安全に移動可 68.8 61.1 72.0 76.3 77.2 77.3 77.2 74.5 75.5
飲酒機会等で移動の選択肢が増える 50.8 76.2 73.8 67.8 64.6 56.9 44.6 30.8 53.5
居住地としての価値向上・転入増 53.3 47.0 54.2 46.9 50.9 50.3 47.9 49.1 49.3
進学先の選択肢増・子育て環境向上 77.4 53.0 61.4 56.0 47.8 40.2 43.7 44.0 48.0
道路渋滞緩和 39.2 38.4 29.1 34.2 39.9 46.3 47.2 51.1 43.0
CO2の排出量削減(環境負荷低減) 36.7 28.1 30.7 34.4 41.1 42.5 48.0 45.9 41.6
沿線事業所等への通勤手段確保 37.2 40.0 29.9 33.1 39.3 38.3 40.6 42.1 38.6
多くの人がまちに出るため賑わい創出 38.2 24.3 28.5 29.7 32.4 35.3 39.0 47.9 36.6
沿線地域の経済活性化 36.7 30.3 30.9 31.6 32.3 33.5 34.1 38.8 34.1
交通事故削減 28.1 21.1 24.9 20.8 25.2 25.5 28.8 35.8 27.5
鉄道・駅がまちのシンボルとなり地域愛着・誇り醸成 32.2 18.9 18.8 21.1 23.6 23.6 25.4 31.5 25.0
その他 2.5 0.5 1.0 2.8 2.1 3.5 2.9 3.5 2.8

n 199 185 485 969 1541 883 1633 1437 7460
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